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対象 :2012年度卒業生 実施時期 :2013年2月下旬
i 生徒A・BoC3名 グループインタビュー (80分)
3年間の振り返り,分教室の学びについて,友人関係について,働くことについて ほか
‖ 生徒A 個別インタビュー (55分)
自らの障害の理解,友人関係,学校生活での努力 ほか
ili 生徒B 個別インタビュー (45分)
友人関係,学校生活,中学校との違い, 自分への気付き ほか
対象 :2013年度卒業生 実施時期 :2014年3月中旬
Ⅳ 生徒D 個別インタビュー (40分)
中学校との違い 学校生活 友人関係 学校での困難 ほかv 生徒E 個別インタビュー (45分)
学校生活 就職 友人との関係 自分への気付き 自らの障害の位置付け ほか
宙 生徒F 個別インタビュー (50分)













































→特別支援学校 と対置 した形で"普通の高校‖を位置付けている。学校の選択には支 援
者の方向付けがある ("頑張れる"という期待)。 →《『普通の学校』の希求》《自己の評価と他 者
の評価のずれ》⇒【『普通の学校』の希求】



























発言例 :0もうまあ3年生とか牢 後半になってぐらいはやっぱり,まあ△△ (ユ分教室の愛わ って
見られよう力らまあ障害者の人でもこんだけ頑張っζ みんなと頑張っζ すんねんっζ こう,
ん、 関わっていってますよっていう,いい月本なったらいいなってそれれ そ処 本が俺やった
らいいかなって思ったから,積極的に3年生なってからも一杯やるし行事ごともやりたいやクたい
やクたいっていうような 〔努力の「遠い」目的〕
































発言例 :Э結果がこう,動解 で抜けさせられる夕,何力ゝ終わクの会で集まるわ,で、 また養護学校行
くわってなっζ すごい1年ときはめっちゃいややった。ついブー プー いってたし〔当初のイメ=
ジとの違い〕⇒《『分教室』という制度へのとまどい》
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國  表‐1 都道府県別特別支援学校分校・分教室数












神奈り|1県           3












徳島県    _ 1(1)           1
香川県
高知県     _ 2(1)             4
福岡県
佐賀県













データ フ^リレ サブカテゴリー カテゴリー
俺とかやったら絶対飛び込み参
加, じゃ行 くで―とかいって
〔自分から飛び込む〕
*目的―★無限定
《関係を作る努力》
【集団所属への
努力】
自分は障害やけど絶対,誰か,
友だちを作って味方に付けなあ
かんちていうのを考えて, まあ
そういう意味ではすっごい努力
した。3年間ほんまに。
〔自分の味方を作る〕
*時期一★振り返りで
*意味二★ (後付け?)
《努力の意味づけ》
2年からは,俺が積極的に,お
まえもうハブんなよ入れろやみ
たいな感じでいって
無理矢理入って,入ってたから
〔積極的に入つていく
*目的―★明確
*時期―★当時
《目的の明確な努力》
連絡せんと俺が今度は,無理矢
理,え―集まんのよっしゃ行 く
わ―, とかいって,いかにも俺
がこう,その,軍団に,入る前
提で,行つたりとか繰り返して
たから,それでよく話しだして,
次からは誘ってもらえるように
なったという
〔積極的に動いた結果〕
*結果―★成果あり
*目的―★やや明確
*時期一★当時
友だちが広くなったんはまず一
つの成功やろし,成功ともなっ
てんねんまあいっぱい,こう顔
が広くなったってこと。
たぶん俺を知うてるやつは絶対
何人もおるし
〔交流関係が広がる〕
*結果―★成果あり
*影響―★継続
《努力のよい結果》
去年の12月のあの―,ピンで
出た,あの一修学旅行ででて,
ピンで,あの,お笑いな。
そつから,大分何か,ん―みん
な仲良くなったかな,ていう。
声かけてくれるし,おまえオモ
ロいな―,みたいな感じでそっ
からこうどんどん,広がってい
つたから,
〔周囲の見方が
変化する〕
*結果―★成果あり
*影響―☆継続
団 表-2 データーラベルーサブカテゴリーーカテゴリーの対応の例
注)上記表中の*はプロパティ,★はディメンションを表す。
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